
『
に
こ
淵
』　
北
代 

俊
雄

　

令
和
六
年
も
早
い
も
の
で
半

年
が
過
ぎ
、
今
年
か
ら
四
年
ぶ

り
に
例
年
の
恒
例
行
事
の
開
催

を
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

　

さ
て
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
三
大

運
動
の
目
標
と
し
て
『
健
康
・

友
愛
・
奉
仕
』
を
掲
げ
て
お
り

ま
す
が
、
さ
ら
に
重
点
目
標
と

し
て
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
性
化
を

強
化
す
る
た
め
、健
康
づ
く
り
、

介
護
予
防
活
動
の
推
進
、
若
手

リ
ー
ダ
ー
養
成
、
一
般
高
齢
者

へ
の
呼
び
か
け
を
掲
げ
て
お
り

ま
す
。

　

高
知
市
老
連
と
し
て
も
、
積

極
的
に
魅
力
あ
る
老
人
ク
ラ
ブ

活
動
の
展
開
を
図
る
た
め
、
老

人
ク
ラ
ブ
の
原
点
に
立
ち
返

り
、
ま
ず
は
身
近
な
人
と
の
話

し
合
い
、
仲
間
づ
く
り
か
ら
始

め
る
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
の
原
点
は
、
単

位
老
人
ク
ラ
ブ
に
あ
る
と
考
え

て
お
り
、
そ
の
た
め
に
は
会
員

増
加
が
不
可
欠
な
の
で
あ
り
ま

す
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
加
入
率
を
上
げ

る
に
は
、
魅
力
あ
る
老
人
ク
ラ

ブ
を
作
る
必
要
が
あ
り
、
一
人

一
人
の
協
力
が
重
要
で
あ
る
と

思
い
ま
す
。

　

是
非
と
も
、
皆
様
が
元
気
で

積
極
的
に
地
域
活
動
に
参
加
さ

れ
、
健
康
寿
命
を
延
ば
し
て
い

か
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま

す
。

高
知
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
会
長
　
小
寺
　
雅
夫

会
長
ご
挨
拶

◎
市
老
連
役
員
受
賞
者

【
　
鏡
　
】
高
知
市
鏡
東
部
老
人
ク
ラ
ブ

副
会
長　

大
㟢　

達
美

【
薊
　
野
】
薊
野
西
三
五
ク
ラ
ブ副

会
長　

北
代　

俊
雄

【
高
知
街
南
街
下
知
】
二
葉
町
老
人
ク
ラ
ブ

理　

事　

福
留　

聖
造

◎
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
受
賞
者

【
　
秦
　
】
Ｍ
Ｓ
寿
会

副
会
長　

兵
等　

美
好

【
鴨
　
田
】
平
田
さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ会　

長　

嶋
岡　

雅
代

【
潮
江
南
】
青
葉
会

会　

長　

鎌
田　

良
耀

受
賞
者
名
簿

令
和
六
年
度

（
敬
称
略
）

（
六
月
十
三
日
表
彰
時
点
）
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高知市老連
役員名簿

令和６年度

令和６年6.13現在

役　職 ブロック 氏　名
会　長 春野 小寺　雅夫
副会長 大津 藤岡　省次
副会長 鏡 大㟢　達美
副会長 薊野 北代　俊雄
副会長 朝倉 浜田　礼子
副会長 一宮 福原　次善
理　事 鴨田 西岡　知江
理　事 潮江北 山本　哲也
理　事 潮江南 藤戸　重光
理　事 長浜第一 中平　正和
理　事 三里 山岡　富子
理　事 五台山 長﨑　正字
理　事 介良 竹村　次郎
理　事 高須 田所　初美
理　事 江ノロ 野村　洋一
理　事 秦 足達　雅子
理　事 旭 髙島　敏博
理　事 学識経験者 和田　秀幸
監　事 一宮 石橋　照久
監　事 外部監査 松井　成起
監　事 外部監査 岡村　隆夫

事務局長 事務局 舛田　郁男

　

六
月
十
三
日
㈭
に
高
知
会
館

に
お
い
て
、
来
賓
の
桑
名
龍
吾

市
長
（
代
理
：
健
康
福
祉
部
副

部
長
入
木
栄
一
）、
吉
岡
章
高

知
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
の

ご
臨
席
の
も
と
、
七
十
三
人
の

参
加
者
を
得
て
行
わ
れ
ま
し

た
。
黙
と
う
を
行
っ
た
後
、
高

知
市
高
齢
者
憲
章
を
浜
田
副
会

長
の
発
声
に
合
わ
せ
て
皆
で
唱

和
し
ま
し
た
。
定
例
総
会
恒
例

の
市
老
連
会
長
表
彰
で
は
、
市

老
連
役
員
が
三
名
、
会
員
が
三

名
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
受
賞
さ

れ
た
皆
様
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

総
会
で
は
、
議

長
に
選
出
さ
れ
た

北
代
副
会
長
の
進

行
の
も
と
、【
第
一

号
議
案
】
令
和
五

年
度
事
業
報
告
、

【
第
二
号
議
案
】
令

和
五
年
度
決
算
並

び
に
監
査
報
告
案

が
提
出
さ
れ
、
す

べ
て
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
症

法
上
の
位
置
づ
け

が
５
類
に
移
行
し
、

人
々
の
社
会
経
済
活
動
が
コ
ロ

ナ
禍
前
に
戻
り
つ
つ
あ
る
中

で
、
市
老
連
事
業
に
参
加
さ
れ

た
高
齢
者
は
前
年
度
と
比
べ
て

延
べ
約
二
万
人
増
加
し
て
お

り
、
さ
ら
に
活
動
が
活
発
化
す

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

決
算
で
は
、
収
支
差
額

三
十
一
万
九
、三
九
二
円
が
次

期
繰
越
金
と
な
る
こ
と
の
説
明

が
さ
れ
る
と
と
も
に
、
業
務
上

横
領
に
係
る
回
収
見
込
み
が
な

い
債
権
に
つ
い
て
、
特
別
損
失

と
し
て
整
理
し
、
当
該
事
件
に

係
る
事
後
処
理
が
終
了
し
た
こ

と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

理
事
の
交
替
が
あ
り
、
潮
江

南
ブ
ロ
ッ
ク
の
会
長
と
な
り
ま

し
た
藤
戸
重
光
氏
が
新
た
に
就

任
さ
れ
、
ま
た
、
初
月
ブ
ロ
ッ

ク
の
清
岡
晃
氏
、
高
知
街
南
街

下
知
ブ
ロ
ッ
ク
の
福
留
聖
造
氏

が
そ
れ
ぞ
れ
ブ
ロ
ッ
ク
の
消
滅

に
よ
り
理
事
を
退
任
さ
れ
ま
し

た
。

　

懇
親
会
で
は
、
小
寺
会
長
の

挨
拶
に
続
い
て
福
原
副
会
長
の

乾
杯
の
音
頭
で
開
宴
し
、
宴
半

ば
に
憩
民
謡
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
の

ア
ロ
ハ
レ
デ
ィ
ー
ス
の
皆
さ
ん

の
踊
り
が
披
露
さ
れ
会
場
は
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

令
和
五
年
度
は
、
ク
ラ
ブ
数

一
〇
九
、
会
員
数
四
、〇
一
一

人
と
な
り
、
最
盛
期
の
平
成
九

年
度
（
二
三
八
ク
ラ
ブ
、
会
員

一
三
、九
八
九
人
）
と
比
べ
る

と
ク
ラ
ブ
数
が
半
分
に
な
り
、

会
員
数
も
約
四
分
の
一
に
減
少

し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
ク
ラ

ブ
数
の
減
少
に
つ
い
て
は
、
ク

ラ
ブ
運
営
の
要
と
な
る
会
長
等

役
員
が
高
齢
化
し
、
活
動
自
体

が
立
ち
行
か
な
く
な
っ
て
き
て

い
る
ケ
ー
ス
が
多
く
見
受
け
ら

れ
ま
す
。

1
地
域
に
お
け
る
事
業
活
動　

⑴
ブ
ロ
ッ
ク
活
動
の
状
況

　

本
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
た
め
、
開
催
を
断
念
し

た
ブ
ロ
ッ
ク
が
あ
る
中
で
昨
年

同
様
、
五
ブ
ロ
ッ
ク
が
研
修
会

を
実
施
し
、
一
八
九
名
の
方
々

が
参
加
し
ま
し
た
。

⑵
単
位
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
内
容

　

令
和
五
年
度
は
、
市
内
十
九

ブ
ロ
ッ
ク
で
一
〇
九
ク
ラ
ブ
、

会
員
数
四
、〇
一
一
名
で
活
動

し
ま
し
た
。

　

一
〇
九
の
ク
ラ
ブ
活
動
に

対
し
、
高
知
市
か
ら
は
五
、

二
三
二
千
円
の
補
助
を
受
け
、

各
ク
ラ
ブ
は
様
々
な
活
動
に
取

り
組
み
ま
し
た
。

令
和
五
年
度
事
業
報
告

200 10,000

H
22
年
度

H
26
年
度

R
１
年
度

H
24
年
度

H
28
年
度

R
３
年
度

H
23
年
度

H
27
年
度

R
２
年
度

H
25
年
度

H
30
年
度

H
29
年
度

R
４
年
度

R
５
年
度

120 6,000

160 8,000

80 4,000

20 1,000

180 9,000

100 5,000

40 2,000

140 7,000

60 3,000

0 0

市老連のクラブ数と会員数の推移
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◆
高
知
市
老
人
ク
ラ
ブ
の
高
齢

者
福
祉
へ
の
寄
与
度

　

コ
ロ
ナ
の
感
染
症
分
類
が
令

和
五
年
五
月
八
日
に
五
類
に
分

類
さ
れ
、
人
々
の
社
会
経
済
活

動
は
元
に
戻
り
つ
つ
あ
り
、
地

域
老
人
ク
ラ
ブ
や
ミ
ニ
デ
イ
活

動
を
は
じ
め
、
他
の
諸
活
動
に

お
い
て
も
昨
年
度
と
比
べ
増
加

傾
向
が
み
ら
れ
ま
す
。

◆
令
和
5
年
度
決
算
の
状
況

　

決
算
状
況
は
左
表
の
通
り
と

な
り
、
業
務
上
横
領
事
件
に
よ

る
回
収
不
能
な
債
権
に
つ
き
ま

し
て
、
整
理
し
た
結
果
純
資
産

は
五
，
二
三
〇
，
〇
六
六
円
と

な
り
ま
し
た
。

市
老
連
の
主
要
事
業
の
実
施

1
地
域
活
動
の
推
進

①
ブ
ロ
ッ
ク
活
動
の
充
実

　

ブ
ロ
ッ
ク
活
動
は
市
老
連
を

構
成
す
る
大
き
な
柱
で
す
。
市

内
十
七
ブ
ロ
ッ
ク
で
の
活
動

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
単
老
が
ブ

ロ
ッ
ク
単
位
で
ま
と
ま
り
、
連

携
で
き
る
組
織
と
し
て
大
切
な

活
動
単
位
と
な
り
ま
す
。
地
域

の
リ
ー
ダ
ー
役
が
集
い
、
研
修

や
協
議
を
す
る
貴
重
な
場
と
な

る
こ
と
か
ら
、
今
後
と
も
継
続

発
展
さ
せ
ま
す
。

②
地
域
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動

　

老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
は
、
市

の
補
助
を
受
け
て
行
う
健
康
・

友
愛
・
奉
仕
な
ど
の
活
動
と
、

会
員
の
会
費
や
寄
付
金
等
の
自

主
財
源
で
実
施
す
る
自
由
な
活

動
が
あ
り
ま
す
。
老
人
ク
ラ
ブ

が
元
気
に
な
り
活
性
化
す
れ

ば
、
結
果
的
に
地
域
も
市
老
連

も
元
気
に
な
り
ま
す
。
そ
う
し

た
地
域
住
民
に
理
解
と
感
謝
さ

れ
る
活
動
を
積
極
的
に
行
い
ま

す
。

2
市
老
連
活
動
の
推
進

①
専
門
部
活
動

　

本
年
度
も
五
専
門
部
・
役
員
・

事
務
局
が
一
体
と
な
っ
て
、
各

事
業
を
推
進
し
ま
す
。（
専
門

部
：
女
性
部
、
友
愛
活
動
部
、

保
健
体
育
部
、
成
年
部
、
文
化
・

事
業
部
）

②
広
報
活
動

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
に
伴
い
、
イ
ベ
ン
ト
情
報

や
各
種
講
座
案
内
等
が
タ
イ
ム

リ
ー
に
更
新
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
各
地
域
老

人
ク
ラ
ブ
の
活
動
を
積
極
的
に

紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

③
ろ
う
れ
ん
ピ
ッ
ク
参
加
に
対

す
る
交
通
費
支
援

　

県
老
連
主
催
の
ろ
う
れ
ん

ピ
ッ
ク
は
、
市
老
連
と
し
て
参

加
を
奨
励
し
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ

大
会
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
参
加

す
る
た
め
の
タ
ク
シ
ー
等
交
通

費
に
つ
い
て
、
事
前
申
請
に
よ

り
市
老
連
独
自
で
助
成
す
る
こ

と
と
し
ま
す
。

④
健
康
ま
つ
り

　

令
和
六
年
度
か
ら
は
、
交
通

手
段
を
持
た
な
い
高
齢
者
が
増

加
す
る
中
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う

に
１
か
所
に
参
集
し
て
行
う
事

業
形
態
で
は
な
く
、
各
ブ
ロ
ッ

ク
に
お
い
て
連
携
共
同
し
て
行

う
健
康
ま
つ
り
を
試
行
し
ま

す
。（
実
施
時
期
：
七
月
～
八

月
、
予
定
回
数
二
回
）

⑤
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　

令
和
六
年
度
も
鏡
川
周
辺
で

の
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
実
施

し
ま
す
。

⑥
ミ
ニ
デ
イ
事
業

　

閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
高
齢
者

や
、
出
ら
れ
な
い
こ
と
は
な
い

が
病
弱
な
高
齢
者
を
高
齢
者
同

士
で
誘
い
合
い
連
れ
出
し
、
楽

し
い
ふ
れ
あ
い
の
中
で
生
き
が

い
を
感
じ
、
寝
た
き
り
や
認
知

症
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
に
実
施

し
ま
す
。

⑦
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

　

六
年
度
も
引
き
続
き
ボ
ウ
リ

ン
グ
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

⑧
カ
ラ
オ
ケ
大
会

　

六
年
度
は
、
要
望
の
出
て
い

た
カ
ラ
オ
ケ
大
会
を
開
催
し
ま

す
。

3
憩
所
活
動
の
推
進

①
憩
所
事
業

　

六
十
歳
以
上
の
高
知
市
民

を
対
象
と
し
て
、
定
例
講
座

（
無
料
）、
自
主
講
座
合
わ
せ
て

六
十
九
講
座
を
下
記
の
場
所
で

そ
れ
ぞ
れ
開
講
し
ま
す
。

・
南
部
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
西
部
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
春
野
あ
じ
さ
い
会
館

・
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

（
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

・
東
部
高
齢
者
い
き
い
き
セ
ン

タ
ー
（
市
東
部
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
）

②
憩
所
特
別
行
事

　

近
く
の
保
育
園
児
と
の
世
代

間
交
流
、
戦
争
を
語
る
会
、
シ

ニ
ア
文
化
祭
等
多
彩
な
行
事
を

開
催
し
ま
す
。

4�

デ
ジ
タ
ル
社
会
に
対
応
し
た

取
り
組
み

　

世
の
中
の
デ
ジ
タ
ル
化
は

否
応
な
し
に
進
ん
で
い
き
ま

す
。
特
に
携
帯
電
話
は
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
が
通
信
手
段
の
主
流

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
今
秋
に

は
郵
便
料
の
大
幅
な
値
上
げ
が

予
定
さ
れ
て
お
り
、
本
組
織
の

財
政
を
圧
迫
す
る
こ
と
が
予
測

さ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と

か
ら
、
可
能
な
限
り
ラ
イ
ン

（
L
I
N
E
）
を
活
用
し
た
連

絡
体
制
を
構
築
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

5�

レ
ジ
ャ
ー
農
園
の
貸
し
出
し

終
了

　

こ
れ
ま
で
長
年
に
わ
た
り
無

償
で
お
貸
し
い
た
だ
い
た
地
権

者
様
の
事
情
に
よ
り
、
令
和
七

年
三
月
末
で
レ
ジ
ャ
ー
農
園
は

閉
園
と
な
り
ま
す
。
こ
の
こ
と

に
よ
っ
て
お
借
り
し
た
土
地
を

原
状
回
復
し
返
還
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
必
要
経
費
は

一
〇
〇
万
円
程
度
と
見
込
ん
で

お
り
ま
す
。

ブロック 実施日 場　所 講演内容等 参加数
五台山 5月10日 五台山ふれあいセンター 「のばそう健康寿命」 40

鏡 6月13日 高知市鏡構造改善センター「知って役立つ健康つくり情報」 24
朝倉 8月26日 朝倉ふれあいセンター 「高齢者交通安全講習」 16
三里 10月   1日 セリーズ 「交通安全」 79
鴨田 10月   7日 西部健康福祉センター 「マジックショー・落語笑いヨガ」 30

参加者数合計 189

令和５年度
研修会実施
ブロック
報告

令
和
六
年
度
事
業
計
画 

（
要
旨
）

高知市老人クラブの高齢者福祉への寄与度（令和５年度）
事業区分 延べ活動人数（概数） 備　考

単位老人クラブ 94,514人 109クラブ 4,011人
ブロック研修会 189人
ミニデイサービス事業 6,422人 30カ所
女性大学 179人 単位クラブリーダー養成
生き活き大学 349人 生涯学習の場
後援事業への参加 1,737人
友愛活動部研修 192人
グラウンド・ゴルフ大会 53人
無事故無違反チャレンジ100 165人 高齢者交通事故防止企画
レジャー農園 324人
独身者友の会事業 104人
健康ウォーキング 45人
憩所定例・自主講座事業 11,402人 52講座
憩所囲碁、将棋、健康コーナー 6,958人
特別行事参加 183人 世代間交流他
西部健康福祉センター講座 16,414人
西部囲碁・将棋、健康コーナー 3,392人
春野あじさい会館講座 162人
高齢者ふれあいセンター講座 782人
東部高齢者いきいきセンター講座 765人
県老連主催事業 110人 スポーツ大会等

計 144,441人

貸借対照表
資産の部 負債の部

科　目 金　額 科　目 金　額

【流動資産】 【流動負債】

（現金・預金） 未払金 814,240

現金 589,251 未払費用 1,454,260

普通預金 4,645,951 前受金 303,400

定期預金 3,000,000 預り金 471,517

現金・預金　計 8,235,202 未払消費税 487,900

（その他流動資産） 負債の部合計 3,531,317

前払費用 257,600 純資産の部

未収入金 268,581【純資産】

その他流動資産　計 526,181 前期繰越純資産 4,910,674

流動資産合計 8,761,383 当期利益 319,,392

純資産の部合計 5,230,066

資産の部合計 8,761,383 負債・純資産の部合計 8,761,383

［税込］（単位：円）

令和６年３月31日現在
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薊
野
西
三
五
ク
ラ
ブ
は
、
高

知
駅
か
ら
一
駅
の
薊
野
（
あ
ぞ

う
の
）
駅
か
ら
徒
歩
五
分
程
の

地
域
に
あ
り
ま
す
。
会
員
は
、

三
十
九
人
で
す
。
付
近
に
は
高

知
城
東
北
の
鬼
門
守
護
神
と
し

て
建
立
さ
れ
た
掛
川
神
社
が
あ

り
ま
す
。
延
宝
八（
一
六
八
〇
）

年
に
徳
川
家
康
公
の
位
牌
殿

を
設
け
て
お
り
、
徳
川
家
の
家

紋
で
あ
る
「
三
つ
葉
葵
」
の
使

用
が
特
に
認
め
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
山
の
手
方
面
に
は
、
自
由

民
権
運
動
の
父
と
さ
れ
る
板
垣

退
助
の
墓
（
昭
和
四
十
四
年
東

京
か
ら
分
骨
）
が
あ
り
ま
す
。

　

板
垣
退
助
は
、
戊
辰
戦
争
の

功
績
に
よ
っ
て
土
佐
藩
の
家
老

格
に
出
世
し
、
明
治
新
政
府
で

は
参
議
と
な
り
ま
し
た
が
、
明

治
六
（
一
八
七
三
）
年
に
西
郷

隆
盛
ら
と
征
韓
論
を
主
張
し
て

敗
れ
、
翌
七
年
に
は
土
佐
に
帰

り
、
同
士
と
共
に
立
志
社
を
創

設
し
て
自
由
民
権
運
動
を
展
開

し
ま
し
た
。
立
志
社
を
中
心
と

し
た
自
由
民
権
運
動
は
全
国
に

そ
の
活
動
を
拡
大
し
、「
自
由

は
土
佐
の
山
間
よ
り
出
づ
」
と

い
わ
れ
、
板
垣
は
同
一
四
年
自

由
党
結
成
と
共
に
党
首
と
な
り

ま
し
た
。
明
治
十
五
年
四
月
六

日
、
岐
阜
の
中
教
院
で
の
演
説

会
で
暴
漢
に
刺
さ
れ
た
際
、
血

ま
み
れ
の
中
で
口
に
し
た
「
板

垣
死
す
と
も
自
由
は
死
せ
ず
」

の
一
言
が
新
聞
や
そ
の
他
で
報

道
さ
れ
、
こ
の
言
葉
が
自
由
民

権
運
動
の
合
い
言
葉
に
な
る
と

と
も
に
、
彼
は
一
躍
自
由
民
権

運
動
の
英
雄
と
な
り
ま
し
た
。

板
垣
ら
の
運
動
は
曲
折
を
経
な

が
ら
も
、
明
治
二
十
二
年
の
憲

法
発
布
、
国
会
開
設
へ
の
道
を

ひ
ら
き
ま
し
た
（
高
知
市
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
板
垣
退
助
よ

り
）。

　

社
会
奉
仕
活
動
と
し
て
、
平

成
二
十
七
年

こ
ろ
か
ら
、

板
垣
退
助
の

墓
地
清
掃
を

行
っ
て
い
ま

す
。

　

今
年
も
、

地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー

職
員
さ
ん
の

応
援
を
得

て
、
板
垣
退

助
墓
地
清
掃

を
行
い
ま
し
た
。
命
日
の
七
月

十
六
日
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
板
垣
会

主
催
で
、板
垣
退
助
生
誕
の
地
・

高
野
寺
で
法
要
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

板
垣
退
助
墓
地
は
、
県
道

四
十
四
号
線
沿
い
に
あ
り
、
駐

車
場
も
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

駐
車
場
に
は
、
民
権
史
跡
の
周

遊
案
内
看
板
を
設
置
し
て
い
ま

す
。

薊
野
西
三
五
ク
ラ
ブ
　
会
長
　
北
代
　
俊
雄

薊野

板
垣
退
助
一
〇
六
回
忌

　健康ウォーキング大会が参加者総勢 40 名
で開催されました。
　お天気の状況が心配されましたが、当日は、
雨も降らず曇り空の下で歩くことができ、鏡
川の景色を楽しみながら爽やかな表情で全員
完歩しました。
  参加者の方から「次、いつやるが」という
お声も頂いており、皆様に楽しんでいただけ
るようなウォーキングにしていきたいと思い
ます。

①柳原橋→紅葉橋→月の瀬橋→みどりの広場
（６キロ／11名）

②柳原橋→新月橋→月の瀬橋→みどりの広場
（3.5キロ／29名）

R6
1.20

第36回
健康ウォーキング

「新春初歩き鏡川コース」報告

ロングコース折り返し地点での皆さん
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　去る５月２日、「こどもの日の集い」を南
部健康福祉センターで開催しました。
　会場の真鯉や緋鯉がふくし園年長ゆり組
さんをお迎えしました。
　憩民踊の皆さんと手遊びや
ゲームのほか、お互いに踊り
も披露してとても楽しいひと
時を過ごすことができました。
　こどもたちみんなが健やか
に成長することを願っていま
す。

　令和６年６月 21 日㈮地域交流
ミニデイサービス事業に係る推進
員さん 40 名ほどが参加して、「特
殊詐欺の被害防止について」をテ
ーマに研修会を開催しました。
　友愛活動部西村庸子副部長の開
会挨拶に続き、講師の高知南警察
署生活安全課の尾本周平さんと同

署地域安全アドバイザー２名の方々とともに、寸劇が行われました。
笑いのなかにも、特殊詐欺の手口を知ることができました。被害防
止につながるよう、各ミニデイ活動の中でも防犯の輪を広げていき
たいと思います。

　「皆さんに楽しんでもらえる新しい事
業を」と成年部会で話し合い、梅雨の合
間のいいお天気の7月12日に南部健康福
祉センター2Fホールにて、第１回カラオ
ケ大会を開催しました。
　成年部の部員は揃いのはっぴで各係の
仕事をこなし、ステージには音楽に合わ
せて回転したり色が変わるミラーボール
を配置し、司会は元RKCアナウンサーの
髙市明浩さんにお願いし、歌手のように
ご紹介頂くことで、みなさん気持ちよく
歌っていただきました。

　欠席があり、21名の参加でした
が、見学の方も含めて約50名が素敵
な歌声に大いに盛り上がり楽しい時
間を過ごしました。

結果（カラオケDAM 機械採点小数点以下3桁による・敬称略）

優　勝 福田　登志
準優勝 松山　照子
第３位 上総　勇子

成年部賞 西岡　禎子

R6
6.21

R6
7.12

令和６年度
市老連友愛活動部推進員研修会報告

成年部 第1回カラオケ大会

R6
5.2

優勝の福田さん 準優勝の松山さん 第3位の上総さん 成年部賞の西岡さん

令和 6 年（ 2024 年）8 月発行（ 5 ） 第 87 号 高知市老連だより



　令和６年度の生き活き大学が６月 28 日㈮
に開講しました。本年度の受講生は、新
入学生 26 名をお迎えして合計 68 名と
なりました。
　第１回目は社会人落語家の悠遊亭の
ん気さんに「ちりとてちん」「茄子娘」
の２つの演目をご披露して頂きまし
た。また演目の合間には、高知県は
茄子の生産が有名なことから、茄子
にまつわる小噺やなぞかけで会場の
皆さんと一緒になって楽しい時間を

過ごしました。
　受講生の皆さんこの１年間い
ろいろなことにチャレンジして
頑張って下さい！　

　女性大学は平成５年に女性会員が心身の健康につとめ、時代を学び
自ら高齢社会の支えとなるとともに地域福祉向上のリーダーとして活
動の輪を広げることを目的に開講しました。
　開講より30年が過ぎ、522名の卒業生を輩出しましたが、さまざ
まな時代の変化、特に近年のコロナ禍で、人と人が集うことが出来
ず、女性大学の募集を断念した年もあり、５年度の受講生は２年生４
名、３年生10名で14名が卒業し、令和６年３月１日をもって閉校と
なりました。
　在校生の卒業式に続き、閉校式では思い出の写真を綴ったスライド
ショーで当時を振り返り、式の後はフライデー☆ブラスさんの生演奏
を楽しみました。
　コロナで中止になっていた５年振りの同窓会では卒業生の皆さんと
ともに、美味しいお弁当やお菓子を食べながら、余興のしばてん踊り
で大笑いし、久しぶりに会った同級生
とのお話でどのテーブルも笑顔があふ
れていました。
　今後は生涯学習の場である生き活き
大学で友情をはぐくみながら新たな学
びで楽しく元気にお過ごしください。

R6
6/28

　

大
体
月
の
中
頃
の
金
曜
日
、

午
後
一
時
三
十
分
か
ら
三
時
三

十
分
ま
で
、
会
員
さ
ん
の
ご
協

力
の
も
と
、
季
節
の
行
事
の
ひ

な
飾
り
、
五
月
飾
り
、
鯉
の
ぼ

り
、
ス
ク
ラ
ッ
チ
、
七
夕
飾
り
、

ク
リ
ス
マ
ス
飾
り
、
正
月
飾
り

等
を
作
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
、
和
気
あ
い
あ
い
で
お
互

い
の
出
来
映
え
を
評
価
し
あ
い

な
が
ら
楽
し
く
作
っ
て
い
ま

す
。
脳
を
磨
い
て
い
ま
す
。
輪

投
げ
も
楽
し
く
競
い
合
っ
て
い

ま
す
。
講
演
会
も
予
定
し
て
い

ま
す
。

代
表
推
進
員
窪
内
　
記
代

春野

春
野
公
民
館 

弘
岡
上
分
館

ミ
ニ
デ
イ
活
動
報
告

令和6年度 生き活き大学 開講 R6
3/1令和５年度 女性大学卒業式・閉校式

悠遊亭のん気氏
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　長生きも健康あってこそ。身体の司令塔、脳の健
康は殊に大事です。脳をいかに若く保つか。大問題
です。でも答えは簡単。マンネリを断ちましょう。
　日々新しいことへの挑戦を楽しむ、この気持ちが
若さと張りの源泉です。そういう意味では、英語の
学習ほど長生き志向の人にピッタリのものはありま
せん。毎日日本語でものを考え、生活する私たちに
とって英語の世界は驚きと興奮の連続です。

　普段開けない大きな口を開け、普段出さな
い大きな声で日本語とは似ても似つかぬ英語
の発音を真似するだけで生気が漲

みなぎ

り、健康寿
命が延びるのを実感できます。
　日本語と英語では思考形態も違います。違
うどころか真逆です。英語的発想の表現を学

ぶのはこれも大変な挑戦で、脳が受ける刺激は強烈です。
　ところで英語は世界の共通語です。日々挑戦を重ねてだんだん慣れてく
るころには、今まで見えてなかった世界のいろいろなことが視野に入って
きて、この世の中が思って
いた以上におもしろい場所
に見えてきます。
　英語を学ぶことで長い人
生、健康で暮らせるばかり
でなく、より楽しく生きる
ことができるという一石二
鳥のご案内です。

　「老化は足から忍び寄る」
と言われます。脚には前側・
後側・内側・外側にそれぞ
れの筋肉があります。これ
が萎縮し老化することはか
らだの基礎が狂うことにな
ります。脚が衰えれば腰が
不均衡になり上半身の姿勢

も崩れて歪むことになります。姿勢の悪いのは
内臓の働きまで影響されます。
　真向体操は４つの体操で脚を若返らせ腰の関節を正しく調整してい
きます。血流も良くなり筋肉や腱を柔らかくします。
　真向体操の理想は赤ちゃんの座り方です。赤ちゃんのからだに近づ
けるたった４つの体操です。時間にしてわずか３分ほどです。股関節
を柔軟にし、萎縮した筋肉をほぐします。教室では４つの体操をでき
やすくする為の準備体操も時間をかけて一緒にしていきます。ここ数
年コロナ禍でマスク生活が続き呼吸が浅くなっていませんか？体操

中は息を止めずに深い呼
吸で力を抜いてリラック
スすることを心掛けてい
ます。体操の後はからだ
が軽くなり頭もスッキリ
さわやかな気分になりま
す。ご一緒に真向体操い
かがですか？

講師：菊池　春樹 講師：大野ひとみ
らくらく英会話 真向体操

◎問題　タテとヨコのカギを解いて、
　ＡＢＣＤＥFに入ることばを見つけてください。

こたえは、８ページの下方にあります。

タテのカギ ヨコのカギ
人の落下を防いだり、人がつかむため
の横棒や柵
相手を信用していない心境
腐りにくく、長期保存できる食品
百の十倍
中の方。家
自分の家の車
当面する問題の処理・解決を先へ延ばす
こと
麺類の一種。ラーメンや
そうめんより太い

3

5
8

10
11
12
15

17

動物の体をおおっている皮
その家で今生きている人より前の代
の人たち
神の使者。エンジェル
草木が生い茂っている土地
資本を投下し企業を経営して利潤を
上げる人
ものを乾かす装置
文章や話の要点を短くまとめること
かぎをかけること「○○○○管理」
前もって必要な費用を見積もること
本などに目印としてはさむ物
便利な器具・機械。「文明の○○」

1
２

３
４
６

７
９
10
13
14
16

8

E

13 14

9

A

15

12 11

F

CD

E

7

12
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16

17

16

2 2 34

6 6

B B

7

1

5

4
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秦　　道子

横山　正富

深田　恵美

　皆さんこんにちは。
今年も暑い夏がやっ
てきて、１年１年体
にこたえるようにな
ってきました。

　さて私事ですが、今年５月の始め頃に香我美町
山北のイングリッシュガーデンに行ってきました。
この庭園はご夫婦で長年にわたりバラの花を中心
に、コツコツ丁寧に手入れ、管理をされてきたそ
うで、心爽やかに感銘をうけました。残念ながら
今年伴侶を亡くされ、「これからは大変になるでし
ょうね」と話されました。
　皆さん残暑厳しい折、く
れぐれもご自愛ください。

（大原　春夫）

青山資佳子

北村　和絵

編 集 後 記
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受 生講 作品

担当副会長：北代　俊雄
部 長：浜辺　美子
委 員：福留　聖造
　　　　　　足達　雅子
　　　　　　大原　春夫
　　　　　　山本　哲也
　　　　　　石橋　照久

事 務 局 長：舛田　郁男
担 当 職 員：門舛永美子
　　〃　　　山下　美佐

クロスワードの答え：てんきよほう
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